
二
三

は
じ
め
に

今
日
の
衜
敎
の
学
界
で
は
、
煉
丹
の
過
程
に
お
け
る
主
要
な
気

の
周
流
経
路
が
医
術
に
お
け
る
任
脉
・
督
脉
に
相
当
す
る
、
と
い

う
說
が
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
て
お
り
、
各
種
の
衜
敎
辞
典
に
も
記
載
さ

れ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
說
を
㝡
初
に
唱
え
た
の
は
、
宋
末
元
初
の
兪
琰

（
一
二
三
五
︱
一
三
一
四
）
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が（

（
（

、
多
く
の
研

究
が
そ
れ
以
歬
に
成
立
し
て
い
た
服
氣
法
や
煉
丹
法
に
任
脉
・
督

脉
の
は
た
ら
き
を
積
極
的
に
見
出
そ
う
と
し
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
、

衜
敎
文
献
に
は
尾
閭
か
ら
泥
丸
ま
で
の
脊
骨
に
沿
う
経
路
を
気
が

上
昇
す
る
と
い
う
記
述
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
そ
れ
が
督
脉
に
重

な
る
と
推
測
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
兪
琰
自
身
も
、
任
脉
・
督
脉

は
そ
れ
と
は
異
な
る
名
稱
で
歴
代
の
数
々
の
仙
術
や
衜
敎
の
文
献

中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、
今
回
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
任
脉
・
督
脉
の
経
路
は
一
通
り

で
は
な
く
、
現
存
す
る
文
献
中
に
そ
れ
ぞ
れ
四
通
り
か
ら
五
通
り

の
說
が
あ
り
、
初
期
の
経
路
は
必
ず
し
も
頭
部
を
経
由
し
て
循
環

す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
一
つ
に

つ
な
が
る
一
対
の
任
脉
・
督
脉
が
現
れ
た
の
は
、
北
宋
の
『
銅
人

腧
穴
針
灸
圖經

』（
一
〇
二
六
年
。
以
下
『
銅
人
圖經

』）
が
世
に
出

論　
　

考任
脉
・
督
脉
と
煉
丹
術
の
結
合
を
め
ぐ
っ
て加　

　

藤　
　

千　
　

恵



任
脉
・
督
脉
と
煉
丹
術
の
結
合
を
め
ぐ
っ
て

二
四

て
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
兪

琰
は
現
在
の
よ
う
な
任
脉
・
督
脉
の
経
路
が
『
銅
人
圖經

』
成
立

の
ず
っ
と
以
歬
か
ら
見
え
る
と
し
、
そ
れ
が
煉
丹
の
気
の
周
流
と

共
通
し
て
い
た
と
い
う
說
を
形
成
し
よ
う
と
し
た
。
医
書
に
お
け

る
任
脉
・
督
脉
の
変
迁
及
び
任
脉
・
督
脉
と
煉
丹
と
が
結
び
つ
く

ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

一　

医
術
に
お
け
る
任
脉
・
督
脉

ま
ず
は
医
書
が
伝
え
て
き
た
任
脉
・
督
脉
を
検
討
し
た
い
。
任

脉
と
督
脉
は
奇
経
八
脉
の
う
ち
の
二
脉
で
あ
り
、
現
在
で
は
、
任

脉
は
腹
側
、
督
脉
は
背
側
の
体
表
の
正
中
線
上
を
流
れ
、
舌
と
会

陰
で
脉
の
両
端
が
つ
な
が
り
、
頭
部
と
腹
部
を
一
周
す
る
陰
陽
一

対
の
脉
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
伝
統
医
書
に
見
え
る
任
脉
・

督
脉
の
経
路
や
そ
の
長
さ
は
一
定
で
は
な
く
、
書
籍
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。
書
籍
そ
れ
ぞ
れ
に
整
理
・
編
纂
の
歴
史
が
あ
る

た
め
、
現
行
の
書
籍
と
他
書
に
引
用
さ
れ
た
同
じ
部
分
と
を
比
べ

て
も
、
脉
の
情
報
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る（

（
（

。
北
宋
時
代
に

入
っ
て
国
家
に
よ
る
医
療
政
策
が
推
進
さ
れ
、
經
穴
經
脉
學
の
統

一
標
準
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
か
ら（

（
（

、
本
来
の
脉
の
姿
は
ま
す
ま
す

見
出
し
難
く
な
っ
て
い
る
。『
素
問
』、『
靈
樞
』、『
太
素
』、『
難

經
』、『
甲
乙
經
』、『
脉
經
』、『
銅
人
圖經

』
等
伝
統
医
書
に
見
ら

れ
る
任
脉
と
督
脉
の
経
路
を
整
理
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
四
通

り
か
ら
五
通
り
の
経
路
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

任
脉

Ａ
．『
太
素
』
任
脉
・
楊
上
善
註
所
引
呂
廣
所
註
『
八
十
一
難
』

（『
脉
經
』
平
奇
經
八
脉
病
も
ほ
ぼ
同
じ
）

任
脉
は
胞
門
子
戶
に
起
こ
り
、
齊
を
俠
み
て
上
行
し
、
胸

中
に
至
る
。

Ｂ
．『
難
經
集
註
』
二
十
八
難
（『
太
素
』
任
脉
・
楊
上
善
註
所
引
皇

甫
謐
録
『
素
問
經
』、『
銅
人
圖經

』
も
ほ
ぼ
同
じ
）

任
脉
は
、
中
極
の
下
に
起
こ
り
、
以
て
毛
際
を
上
り
、
腹

裏
を
循
り
て
、
關
元
を
上
り
、
喉
咽
に
至
る
。

Ｃ
．『
靈
樞
』
五
音
五
味
篇
（『
太
素
』
任
脉
、『
甲
乙
經
』（
醫
統
本)

奇
經
八
脉
も
ほ
ぼ
同
じ
）

衝
脉
任
脉
は
、
皆
な
胞
中
に
起
こ
り
、
上
り
て
背
裏
を
循



任
脉
・
督
脉
と
煉
丹
術
の
結
合
を
め
ぐ
っ
て

二
五

り
、
經
絡
の
海
と
爲
る
。
其
の
浮
に
し
て
外
な
る
者
は
、
腹

右（
（
（

を
循
り
て
上
行
し
、
咽
喉
に
會
し
、
別
れ
て
脣
口
に
絡
す
。

Ｄ
．
宋
版
『
素
問
』
骨
空
論
（『
甲
乙
經
』（
醫
統
本)

奇
經
八
脉
、

『
垩
濟
總
録
』
巻
百
九
十
二
所
引
『
內
經
』
も
ほ
ぼ
同
じ
。）

任
脉
は
、
中
極
の
下
に
起
こ
り
、
以
て
毛
際
を
上
り
、
腹

裏
を
循
り
、
關
元
を
上
り
、
咽
喉
に
至
り
、
頤
に
上
り
、
面

を
循
り
、
目
に
入
る（

（
（

。

任
脉
の
Ａ
の
起
点
「
胞
門
子
戶
」
は
、『
太
素
』
楊
上
善
註
（
六

七
五
年
）
に
よ
る
と
、「
胞
」
は
膀
胱
で
あ
る
か
ら
、
膀
胱
や
子

宮
の
入
り
口
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、
Ａ
は
膀
胱
・
子
宮
の
入
り

口
に
起
こ
り
臍
を
経
て
胸
中
に
至
る
経
路
で
あ
る
。
Ｂ
は
「
中

極
」
と
い
う
下
腹
部
下
辺
の
穴
の
下
、
す
な
わ
ち
生
殖
器
官
の
辺

り
に
起
こ
り
、「
關
元
」
と
い
う
中
極
と
臍
の
閒
の
穴
を
経
て
喉

咽
に
至
る
経
路
で
あ
る
。
Ｃ
は
衝
脉
（
奇
経
八
脉
の
一
つ
）
と
任

脉
に
共
通
す
る
経
路
で
、
膀
胱
も
し
く
は
子
宮
を
起
点
と
し
、
任

脉
と
し
て
は
唯
一
背
側
を
め
ぐ
る
経
路
と
腹
側
を
め
ぐ
る
経
路
と

に
分
か
れ
、
腹
側
の
体
表
を
め
ぐ
る
経
路
は
脣
口
に
至
る
。
Ｄ
は

中
極
の
下
か
ら
腹
側
を
め
ぐ
っ
て
目
に
至
る
経
路
で
あ
る
。
任
脉

の
起
点
は
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
同
じ
生
殖
器
官
の
位
置
で
あ
る
。
Ｃ
は

背
側
と
腹
側
の
双
方
、
そ
の
他
は
い
ず
れ
も
腹
側
を
下
か
ら
上
へ

と
向
か
い
、
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
は
胸
、
Ｂ
は
喉
咽
、
Ｃ
は
脣
口
、
Ｄ
は

目
の
位
置
を
終
着
点
と
す
る
。

督
脉

Ａ
．『
太
素
』
督
脉
・
楊
上
善
註
所
引
『
八
十
一
難
』（『
脉
經
』

平
奇
經
八
脉
病
、『
難
經
集
註
』
二
十
八
難
及
び
二
十
九
難
・
丁

徳
用
註
も
ほ
ぼ
同
じ
）

下
極
の
輸
に
起
こ
り
、
脊
に
並
び
て
上
行
し
、
風
府
に
至

る
。

Ｂ
．『
難
經
集
註
』
二
十
八
難

督
脉
は
、
下
極
の
兪
に
起
こ
り
、
脊
裏
に
並
び
、
上
り
て

風
府
に
至
り
、
入
り
て
腦
に
屬
す
。

Ｃ
．『
甲
乙
經
』
奇
經
八
脉
所
引
『
難
經
』（『
垩
濟
總
録
』
所
引

『
難
經
』、『
銅
人
圖經

』
も
ほ
ぼ
同
じ
）

督
脉
は
、
下
極
の
兪
に
起
こ
り
、
脊
裏
に
並
び
、
上
り
て



任
脉
・
督
脉
と
煉
丹
術
の
結
合
を
め
ぐ
っ
て

二
六

風
府
に
至
り
、
入
り
て
腦
に
屬
し
、
巓
に
上
り
額
を
循
り
、

鼻
柱
に
至
る（

（
（

。

Ｄ
．『
靈
樞
』
營氣

篇

其
の
支
別
な
る
者
は
、
額
を
上
り
て
巓
を
循
り
、
項
中
を

下
り
、
脊
を
循
り
て
骶
に
入
る
。
是
れ
督
脉
な
り
。
陰
器
を

絡
し
、
上
り
て
毛
中
を
過
ぎ
、
臍
中
に
入
り
、
上
り
て
腹
里

を
循
り
、
缺
盆
に
入
り
、
下
り
て
肺
中
に
註
ぎ
、
復
た
太
陰

に
出
づ
。

Ｅ
．
宋
版
『
素
問
』
骨
空
論
（『
太
素
』
督
脉
・
骨
空
、『
甲
乙
經
』

奇
經
八
脉
所
引
『
素
問
』
も
ほ
ぼ
同
じ
）

督
脉
は
、
少
腹
に
起
こ
り
、
以
て
骨
中
央
を
下
る
。
女
子

は
入
り
て
廷
孔
に
繫
ぐ
。
其
の
孔
は
溺
孔
の
端
な
り
。
其
の

絡
は
陰
器
を
循
り
、
簒
閒
に
合
し
、
簒
後
を
繞
る
。
別
れ
て

臀
を
繞
り
、
少
陰
と
巨こ

陽よ
う

と
に
至
る（

（
（

。

督
脉
の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
経
路
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
「
下

極
」
を
起
点
と
す
る
。『
難
經
集
註
』
二
十
八
難
・
楊
玄
操
註
（
七

世
紀
末
頃
）
に
よ
る
と
、
下
極
は
脊
骨
㝡
下
端
の
穴
で
あ
る
「
長

强
」
を
指
す
こ
と
か
ら
、
脊
骨
下
端
に
始
ま
っ
て
脊
骨
に
沿
っ
て

上
行
し
、
Ａ
は
項
部
上
端
の
「
風
府
」
穴
ま
で
、
Ｂ
は
風
府
穴
を

過
ぎ
て
脳
ま
で
、
Ｃ
は
頭
頂
を
経
て
鼻
柱
に
至
る
ま
で
の
経
路
を

示
す
。
Ｄ
は
、
営
気
か
ら
分
岐
し
た
気
が
、
Ａ
～
Ｃ
の
経
路
と
は

逆
方
向
に
流
れ
て
、
額
か
ら
頭
頂
を
経
て
項
に
下
り
、
脊
に
沿
っ

て
尾
骶
骨
に
至
る
の
が
督
脉
だ
と
す
る
。
さ
ら
に
陰
器
を
め
ぐ
り
、

腹
側
を
上
っ
て
臍
に
入
り
腹
中
を
経
て
、「
缺
盆
」
穴
（
鎻
骨
の

窪
み
）
か
ら
肺
中
に
註
い
で
手
の
太
陰
脉
に
合
流
す
る
。
Ｅ
の
経

路
は
、
下
腹
に
起
こ
り
、
恥
骨
中
央
を
下
る
。
女
子
の
場
合
は
尿

衜
の
先
端
を
経
由
す
る（

（
（

。
そ
の
絡
は
、「
簒
閒
（
会
陰
）」
に
合
し
、

「
簒
後
（
肛
門
の
後
ろ
）」
を
め
ぐ
り
、
さ
ら
に
分
岐
し
て
臀
部
を

め
ぐ
っ
て
「
少
陰
」
と
「
巨
陽
」
の
二
脉
に
合
流
す
る
。

さ
て
、
衜
敎
経
典
に
お
い
て
し
ば
し
ば
說
か
れ
る
気
の
経
路
は
、

尾
閭
と
泥
丸
を
周
流
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
任
脉
は
Ｃ
か
Ｄ

の
下
腹
部
か
ら
脣
口
も
し
く
は
目
ま
で
の
経
路
、
督
脉
は
Ｂ
か
Ｃ

か
Ｄ
の
頭
部
に
ま
で
至
る
経
路
が
対
応
し
な
け
れ
ば
、
尾
閭
と
泥

丸
を
徃
来
す
る
內
丹
の
気
の
経
路
と
の
一
致
を
說
く
こ
と
は
で
き

な
い
。
こ
の
說
を
成
立
さ
せ
る
可
能
性
の
あ
る
医
書
の
候
補
を
挙



任
脉
・
督
脉
と
煉
丹
術
の
結
合
を
め
ぐ
っ
て

二
七

げ
る
と
、
任
脉
は
『
靈
樞
』、『
太
素
』、『
甲
乙
經
』、『
素
問
』、

督
脉
は
『
難
經
』、『
銅
人
圖經

』、『
靈
樞
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

任
脉
と
督
脉
の
各
候
補
の
中
で
、
ど
ち
ら
に
も
属
し
て
い
る
書
名

は
『
靈
樞
』
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
靈
樞
』
が
示
す
任
脈
の

Ｃ
経
路
と
督
脈
の
Ｄ
経
路
は
い
ず
れ
も
腹
側
と
背
側
の
双
方
を
徃

来
す
る
脉
で
あ
り
、
二
脉
で
連
な
っ
て
一
つ
の
周
流
経
路
を
形
成

す
る
煉
丹
の
経
路
と
は
異
な
る
。

そ
こ
で
兪
琰
が
選
ん
だ
の
は
、
中
極
か
ら
喉
咽
に
至
る
任
脉
と

下
極
か
ら
鼻
柱
に
至
る
督
脉
を
示
す
『
銅
人
圖經

』
の
経
路
だ
っ

た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
二
脉
は
完
全
に
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
身
体
の
腹
側
と
背
側
の
正
中
線
を
ほ
ぼ
一
周
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。『
銅
人
圖經

』
は
、
北
宋
に
国
家
規
模
で
医
学
の

標
準
化
が
図
ら
れ
た
際
、
經
穴
經
脉
學
の
統
一
標
準
化
を
意
図
し

て
王
惟
一
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
医
書
で
あ
る
。

任
脉
の
Ｂ
経
路
と
督
脉
の
Ｃ
経
路
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
『
銅

人
圖經

』
が
選
ば
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
じ
組
み
合
わ
せ
の
『
難

經
』
が
選
ば
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
そ
こ
で
、
も
う
一
つ
の

要
素
で
あ
る
二
脉
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
兪
琰
が

想
定
す
る
任
脉
・
督
脉
の
情
報
源
、
す
な
わ
ち
『
銅
人
圖經

』
は
、

二
脉
の
経
路
を
示
し
た
後
、
任
脉
は
「
陰
脉
の
海
に
屬
す
」、
督

脉
は
「
陽
脉
の
海
に
屬
す
」
と
說
朙
す
る
こ
と
か
ら
、
八
脉
の
中

で
任
脉
と
督
脉
が
陰
気
と
陽
気
を
蓄
え
る
一
対
の
脉
と
し
て
と
ら

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
陰
脉
の
海
」「
陽
脉
の

海
」
と
い
う
言
い
方
は
、
他
の
医
書
に
も
見
ら
れ
る
が
、『
銅
人

圖經

』
以
歬
に
任
脉
と
督
脉
と
が
陰
と
陽
の
対
応
関
係
に
あ
る
も

の
は
な
い
（
次
頁
対
応
表
参
照
）。
た
と
え
ば
、
三
世
紀
頃
の
『
脉

經
』
及
び
『
難
經
集
註
』
呂
廣
註
に
お
い
て
は
、
衝
脉
が
陰
脉
の

海
、
督
脉
が
陽
脉
の
海
に
当
た
り
、
任
脉
と
督
脉
で
は
な
く
、
衝

脉
と
督
脉
が
陰
陽
の
ペ
ア
と
な
っ
て
い
る（

（1
（

。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
任
脉
と
督
脉
が
つ
な

が
っ
て
循
環
す
る
陰
と
陽
の
一
対
の
脉
と
な
っ
た
こ
と
を
確
認
で

き
る
の
は
、
北
宋
の
『
銅
人
圖經

』
が
世
に
現
れ
て
か
ら
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
任
脉
と
督
脉
が
頭
部
を
含
め
て
循
環
し
、
一
対

と
な
っ
て
は
じ
め
て
、
煉
丹
と
の
関
係
を
說
く
と
い
う
発
想
が
生

ま
れ
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
煉
丹
と
の
関
係
を
主
張
す
る
た

め
に
は
、
北
宋
の
『
銅
人
圖經

』
の
出
現
を
待
つ
必
要
が
あ
っ
た
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二
八

と
考
え
ら
れ
る
。

任
脉
督
脉
の
初
期
の
経
路
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
不
朙
の

要
素
も
あ
る
が（

（1
（

、
確
実
に
い
え
る
の
は
、
兪
琰
が
条
件
の
そ
ろ
っ

た
『
銅
人
圖經

』
の
說
を
い
ち
早
く
採
用
し
、
煉
丹
の
気
の
周
流

と
任
脉
督
脉
と
の
結
び
つ
き
を
は
じ
め
て
朙
確
に
主
張
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

任
脉
・
衝
脉
・
督
脉
の
陰
陽
対
応
表

書
名
篇
名

督
脉

衝
脉

任
脉

『
脉
經
』
平
奇
經
八
脉
病

陽
脉
の
海

陰
脉
の
海

『
難
經
集
註
』
二
十
八
難
・
呂
廣
註

陽
脉
の
海

陰
脉
の
海

『
太
素
』
督
脉
・
楊
上
善
註
所
引
『
八
十
一
難
』

陽
脉
の
聚

『
甲
乙
經
』
奇
經
八
脉
所
引
『
難
經
』

陽
脉
の
海

『
銅
人
圖經

』

陽
脉
の
海

陰
脉
の
海

『
垩
濟
總
録
』
巻
一
九
二
奇
經
八
脉
所
引
『
難
經
』

陽
脉
の
海

『
內
照
圖
』

陽
海

陰
海

『
易
外
別
傳
』『
周
易
參
同
契
發
揮
』

陽
脉
の
海

陰
海
の
海

『
十
四
經發

揮
』

陽
脉
の
海

陰
脉
の
海

『
奇
經
八
脉
攷
』

陽
脉
の
海

陰
脉
の
海
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九

二　

兪
琰
に
よ
る
任
脉
・
督
脉
と
煉
丹
の
結
合

兪
琰
は
易
に
関
す
る
著
作
を
数
多
く
遺
し
た
易
の
専
門
家
で
あ

る
が
、
衜
敎
の
主
要
な
経
典
で
あ
る
『
陰
符
經
』
を
註
釈
し
た

『
黄
帝
陰
符
經
註
』、
呂
純
陽
が
內
丹
の
奥
義
を
說
い
た
と
さ
れ
る

詞
を
数
々
の
內
丹
書
を
引
用
し
て
解
釈
し
た
『
呂
純
陽
眞
人
沁
園

春
丹
詞
註
解
』
が
兪
琰
の
著
作
と
し
て
『
衜
藏
』
に
収
録
さ
れ
て

お
り
、
と
く
に
煉
丹
術
に
関
わ
る
衜
敎
文
献
に
は
か
な
り
精
通
し

て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。

兪
琰
が
煉
丹
と
任
脉
・
督
脉
の
関
係
を
指
摘
す
る
記
述
は
、

『
周
易
參
同
契
發
揮
』（
一
三
一
〇
年
刻
）
と
『
易
外
別
傳
』（
一
二

八
四
年
序
）
に
そ
れ
ぞ
れ
一
か
所
ず
つ
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
內
容

は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。『
周
易
參
同
契
發
揮
』
は
、『
周
易
參
同

契
』
と
い
う
後
漢
に
成
立
し
た
丹
経
の
祖
と
さ
れ
る
謎
多
き
書
を

內
丹
術
と
し
て
解
釈
し
て
註
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。『
易
外
別

傳
』
は
、
易
の
各
種
の
図
や
『
易
經
』
中
の
語
を
宋
儒
及
び
『
周

易
参
同
契
』
等
と
関
連
づ
け
て
說
朙
し
、
天
地
と
人
身
の
は
た
ら

き
の
同
調
性
を
說
い
た
も
の
で
あ
る
。

兪
琰
は
、『
周
易
參
同
契
』
中
の
「
易
行
周
流
、
詘
信
反
覆
（
易

は
行め
ぐ

り
周
流
し
て
、
詘く
っ

信し
ん

反
覆
す
）」
と
い
う
わ
ず
か
八
字
に
註
釈

す
る
か
た
ち
で
、
長
文
の
說
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
人

身
は
天
地
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
丹
を
作
る
方
法
は
天
地
の
営

み
と
異
な
ら
ず
、
そ
の
要
諦
は
任
督
二
脉
に
あ
る
と
說
く
。

人
身
の
首
は
乾
に
し
て
腹
は
坤
、
儼
と
し
て
天
地
の
如
し
。

其
の
二
氣
の
上
升
下
降
す
る
も
、
亦
た
天
地
の
如
し
。『
內

指
通
玄
祕
訣
』
に
云
う
、「
日
⺼
は
常
に
黄
赤
衜
を
行
り
、

衆
眞
此
れ
を
學
び
て
還
丹
を
作
る
」
と
。
其
の
法
は
即
ち
天

地
と
異
な
る
無
し
。
然
し
て
其
の
日
⺼
の
運
用
に
效
う
所
以

は
、
天
地
と
以
て
功
を
同
じ
う
す
れ
ば
な
り
。
其
の
要
は
任

督
二
脉
に
在
り
。
蓋
し
任
督
二
脉
は
、
一
身
の
陰
陽
の
海
、

五
氣
の
眞
元
爲
り
、
此
れ
機
會
爲
り
。
任
脉
は
、
中
極
の
下

に
起
こ
り
て
、
以
て
毛
際
を
上
り
、
腹
裏
を
循
り
、
關
元
を

上
り
、
咽
喉
に
至
り
て
、
陰
脉
の
海
に
屬
す
。
督
脉
は
、
下

極
の
腧
に
起
こ
り
て
、
脊
裏
に
並
び
、
上
り
て
風
府
に
至
り
、

腦
に
入
り
、
巓
に
上
り
て
額
を
循
り
、
鼻
柱
に
至
り
て
、
陽
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三
〇

脉
の
海
に
屬
す
。
之
を
任
脉
と
謂
う
所
以
は
、
女
子
之
を
得

れ
ば
、
以
て
姙
羪
す
れ
ば
な
り
。
之
を
督
脉
と
謂
う
は
、
其

の
經
脉
の
海
を
督
領
す
る
を
以
て
な
り
。
鹿
の
壽
は
長
生
し

て
、
五
百
歲
に
し
て
白
鹿
と
爲
り
、
千
歲
に
し
て
靑
鹿
と
爲

る
。
蓋
し
能
く
其
の
督
脉
を
通
ず
る
者
な
り
。
龜
鶴
蟾
蜍
の

如
き
は
、
皆
壽
は
千
歲
。
蓋
し
能
く
其
の
任
脉
を
通
ず
る
者

な
り
。『
南
華
眞經

』
に
云
う
、「
督
に
縁
り
て
以
て
經
を
爲

せ
ば
、
以
て
身
を
保
つ
べ
く
、
以
て
生
を
全
う
す
べ
し
」
と
。

人
能
く
此
の
二
脉
を
通
ず
れ
ば
、
則
ち
百
脉
皆
通
じ
、
自
然

に
周
身
流
轉
し
、
停
壅
の
患
有
る
こ
と
無
く
し
て
、
長
生
久

視
の
衜
、
斷
じ
て
此
こ
に
在
り
。（『
周
易
參
同
契
發
揮
』
中

篇
）

人
身
の
二
気
の
上
昇
下
降
は
天
地
に
お
け
る
の
と
同
じ
だ
と
說

い
た
後
、『
內
指
通
玄
祕
訣
』
と
い
う
煉
丹
の
書
（
佚
書
。
詳
細
は

不
朙
）
を
引
用
し
て
真
人
た
ち
は
日
⺼
の
運
行
を
学
ん
で
還
丹
を

作
っ
た
と
述
べ
、
任
脉
・
督
脉
の
周
流
が
ま
さ
に
日
⺼
の
運
行
を

模
倣
し
た
重
要
な
は
た
ら
き
で
あ
る
と
す
る
。

次
い
で
任
脉
と
督
脉
の
身
体
に
お
け
る
役
割
と
経
路
と
名
稱
の

由
来
が
そ
れ
ぞ
れ
說
朙
さ
れ
て
い
る
。
身
体
に
お
け
る
役
割
を
示

す
一
重
傍
線
部
分
は
、
宋
代
の
医
書
『
玄
門
脉
訣
內
照
圖
』（
一

〇
九
五
年
校
、
一
二
七
三
年
刊
。『
新
刻
華
陀
內
照
図
』
も
ほ
ぼ
同
じ
。

以
下
『
內
照
圖
』）
所
引
「
內
丹
要
訣
」
の
冐
頭
の
一
文
に
一
致
す

る
。「
內
丹
要
訣
」
は
『
內
照
圖
』
に
収
録
さ
れ
る
「
陰
海
陽
海

二
図
」
の
說
朙
文
と
し
て
収
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
內
丹
」

の
語
と
任
脉
・
督
脉
が
文
献
上
で
も
っ
と
も
早
く
出
会
っ
た
例
と

い
え
る
だ
ろ
う
。「
內
丹
要
訣
」
に
お
い
て
任
督
二
脉
に
つ
い
て

言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
周
易
參
同
契
發
揮
』
と
一
致
す
る

「
一
身
の
陰
陽
の
海
、
五
氣眞

元
爲
り
、
此
れ
機
會
爲
り
」
の
一

文
の
み
で
、
あ
と
は
専
ら
上
唇
內
側
で
歯
の
附
け
根
に
位
置
す
る

二
脉
の
接
点
「
齦ぎ
ん

交こ
う

穴
」
に
つ
い
て
說
か
れ
て
お
り
、
齦
交
穴
か

ら
得
ら
れ
る
「
薬
」
を
服
用
す
る
こ
と
が
長
生
を
も
た
ら
す
の
だ

と
い
う（

（1
（

。
こ
の
部
分
の
み
か
ら
內
丹
と
任
脉
・
督
脉
が
結
び
つ
い

て
い
る
と
は
判
断
で
き
な
い
が
、
こ
の
一
節
が
兪
琰
に
煉
丹
に
お

け
る
体
內
の
陰
陽
二
気
の
周
流
と
任
脉
・
督
脉
が
同
じ
で
あ
る
と

い
う
主
張
を
展
開
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
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一

次
に
経
路
を
示
す
二
重
傍
線
部
は
医
書
の
『
銅
人
圖經

』、
名

稱
の
由
来
を
示
す
点
線
部
は
『
黃
帝
內
經
素
問
』
骨
空
論
篇
の
王

冰
註
（
七
六
二
年
）
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。
第
一
章
で
検
討
し

た
よ
う
に
、
任
脉
・
督
脉
の
経
路
に
つ
い
て
は
各
種
伝
統
医
書
に

も
說
か
れ
て
い
る
が
、
文
字
の
配
列
か
ら
、
兪
琰
が
依
拠
す
る
の

は
『
銅
人
圖經

』
と
特
定
で
き
る
。
し
か
し
、
兪
琰
は
そ
の
文
献

名
を
朙
示
し
て
い
な
い
。『
易
外
別
傳
』
に
も
同
じ
箇
所
が
引
用

さ
れ
て
い
る
が
、「
医
書
に
云
う
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
任
脉
と
督
脉
の
說
朙
を
見
る
者
た
ち
は
、
初
期
の
伝
統
医
書

で
あ
る
『
素
問
』
か
『
難
經
』
か
『
脉
經
』
か
、
あ
る
い
は
、
そ

れ
ら
に
共
通
し
て
収
録
さ
れ
る
文
だ
と
思
い
込
む
だ
ろ
う
。
ま
た
、

『
內
照
圖
』
に
お
い
て
「
內
丹
要
訣
」
の
直
後
に
描
か
れ
る
「
陰

海
陽
海
二
圖
」
に
も
同
じ
『
銅
人
圖經

』
の
文
が
附
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
兪
琰
が
「
內
丹
要
訣
」
の
一
部
と
併
せ
て
そ
の
ま
ま

引
用
し
た
可
能
性
も
大
い
に
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
次
い
で
、
鹿
や
龜
が
長
寿
で
あ
る
理
由
を
督
脉
や
任
脉

が
通
じ
て
い
る
か
ら
だ
と
し
、
人
の
長
寿
の
秘
訣
も
こ
れ
ら
二
脉

に
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
次
に
『
南
華
眞經

』（『
莊
子
』
羪
生

主
篇
）
中
の
「
督
」
に
つ
い
て
說
く
一
文
を
引
用
す
る
。

註
は
さ
ら
に
続
き
、
天
地
の
運
行
と
同
様
の
身
体
に
お
け
る
気

の
周
流
す
る
経
路
を
示
す
べ
く
、『
衜
德經

』、『
陰
符
經
』、『
黄

庭
經
』、『
度
人
經
』、『
崔
公
入
藥
鏡
』、『
呂
純
陽
詩
』、『
上
淸

集
』、『
全
真
集
』
な
ど
合
計
三
十
六
篇
の
衜
敎
文
献
そ
れ
ぞ
れ
二

句
か
ら
四
句
ず
つ
を
列
挙
す
る
。
た
だ
し
、
引
用
さ
れ
た
文
に
任

脉
・
督
脉
の
語
は
一
つ
も
見
ら
れ
な
い
。
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
る
多

数
の
文
献
の
う
ち
、『
黃
庭
經（

（1
（

』
を
引
用
し
て
示
す
文
の
內
容
を

検
討
し
て
み
た
い
。

『
黃
庭
經
』
に
云
う
、
皆
な
心
內
に
在
り
て
天
經
を
運
ら
せ
、

晝
夜
之
を
存
す
れ
ば
自
ず
か
ら
長
生
す
。（『
周
易
參
同
契
發

揮
』
中
篇
「
易
行
周
流
、
詘
信
反
覆
」
兪
琰
註
）

『
易
外
別
傳
』
に
も
こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
の
と
同
じ
『
黃
庭
經
』

の
二
句
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。『
易
外
別
傳
』
で
は
、
こ
の
二
句

を
引
用
し
た
後
、
句
中
の
「
天
經
」
を
解
說
し
て
「
天
經
は
乃
ち

吾
が
身
の
黄
衜
に
し
て
、
呼
吸
し
て
此
こ
に
徃
来
す
る
は
、
即
ち
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三
二

任
督
二
脉
是
な
り
」
と
い
い
、『
黃
庭
經
』
に
は
す
で
に
「
天
經
」

と
い
う
語
で
任
脉
・
督
脉
の
流
れ
が
示
さ
れ
て
い
た
と
述
べ
て
い

る
。
問
題
は
、『
黃
庭
經
』
が
成
立
し
た
頃
、
任
脉
・
督
脉
が
ま

だ
兪
琰
の
記
す
よ
う
な
経
路
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

兪
琰
は
、
任
脉
・
督
脉
が
こ
の
経
路
と
な
る
歬
に
成
立
し
た
古
い

衜
敎
文
献
に
も
、
そ
の
経
路
が
適
用
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
說
い
て

い
る
。

三　

兪
琰
の
說
く
気
の
周
流

兪
琰
が
気
の
周
流
に
つ
い
て
說
い
た
箇
所
は
他
に
も
あ
り
、
任

脉
・
督
脉
の
周
流
と
は
別
の
か
た
ち
も
見
ら
れ
る
。「
子
時
に
氣

は
尾
閭
に
到
り
、
丑
寅
に
腰
閒
に
在
り
、
卯
辰
巳
に
脊
膂
に
在
り
、

午
に
泥
丸
に
在
り
、
未
申
酉
に
胸
隔
に
在
り
、
戌
亥
に
則
ち
又
た

腹
中
に
帰
る
」（『
易
外
別
傳
』）、
す
な
わ
ち
下
腹
部
か
ら
出
発
し

て
脊
骨
沿
い
を
上
昇
し
、
頭
部
泥
丸
に
至
っ
た
ら
胸
部
を
経
て
下

腹
部
に
帰
る
と
い
う
任
脉
・
督
脉
上
と
も
解
釈
で
き
る
経
路
を
示

す
も
の
も
あ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
五
臓
を
め
ぐ
り
な
が
ら
下
腹
部

と
頭
部
を
周
流
す
る
経
路
も
あ
る
。

兩
腎
を
穿
ち
、
夾
脊
を
導
き
、
心
經
を
過
ぎ
、
髓
海
に
入
り
、

肺
腧
を
衝
き
、
肝
を
度
し
脾
を
歷
し
、
復
た
丹
田
に
還
る
。

（『
周
易
參
同
契
發
揮
』
上
篇
）

こ
れ
は
『
周
易
參
同
契
』
上
篇
の
二
句
「
金
砂 

五
內
に
入
り

て
、
霧
散
ず
る
こ
と
風
雨
の
若
し
」
に
兪
琰
が
註
釈
し
て
述
べ
た

文
で
あ
る
。「
金
砂
」
と
い
う
黄
金
と
丹
砂
に
見
立
て
た
気
を
、

両
腎
【
水
】
→
夾
脊
→
心
經
【
火
】
→
髓
海
（
脳
）
→
肺
腧
（
背

部
肩
甲
骨
內
側
の
穴
）【
金
】
→
肝
【
木
】
→
脾
【
土
】
→
丹
田
と
、

五
臓
す
べ
て
に
五
行
相
剋
の
順
に
導
い
て
い
く（

（1
（

。
兪
琰
の
說
く
任

脉
・
督
脉
の
経
路
と
比
べ
て
み
る
と
、
下
腹
部
生
殖
器
官
辺
り
を

起
点
・
終
点
と
し
、
脳
の
「
髄
海
」
に
て
折
り
﨤
す
点
は
同
じ
か

も
し
れ
な
い
が
、
臓
器
か
ら
臓
器
へ
と
內
部
を
流
れ
て
い
て
、
任

脉
・
督
脉
の
流
れ
る
体
表
の
正
中
線
上
で
は
な
い
。
右
記
の
文
に

続
い
て
、
体
內
を
め
ぐ
る
気
の
様
子
が
「
滃
然
と
し
て
雲
霧
の
四

塞
す
る
が
如
く
、
颯
然
と
し
て
風
雨
の
暴
か
に
至
る
が
如
し
」、

す
な
わ
ち
雲
や
霧
が
湧
き
起
こ
っ
て
充
満
し
、
さ
っ
と
風
が
吹
い

て
に
わ
か
に
雨
が
降
り
出
す
か
の
よ
う
だ
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
一
文
は
『
周
易
參
同
契
』
中
の
「
霧
散
ず
る
こ
と
風
雨
の
若

し
」
に
対
す
る
註
釈
で
あ
る
か
ら
、
経
文
中
の
語
を
用
い
て
そ
の

よ
う
に
記
述
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
兪
琰

は
至
る
と
こ
ろ
で
、
気
の
状
態
を
雲
霧
や
風
雨
に
喩
え
て
い
る
。

火
力
旣
に
盛
ん
な
れ
ば
、
其
の
氣
滃
然
と
し
て
上
騰
し
、
山

川
の
雲
起
つ
と
相
似
た
り
。
夫
の
升
り
て
泥
丸
に
入
る
に
逮

び
て
、
然
る
後
に
化
し
て
甘
雨
と
爲
り
、
下
り
て
重
樓
に
入

る
。（『
周
易
參
同
契
發
揮
』
上
篇
）

下
腹
部
を
火
で
燃
や
す
よ
う
に
盛
ん
に
熱
す
れ
ば
、
雲
が
湧
き

起
こ
る
よ
う
に
気
が
上
昇
し
、
身
体
に
お
い
て
は
天
に
匹
敵
す
る

頭
部
泥
丸
に
到
逹
す
る
と
、「
甘
雨
」
と
化
し
て
「
重
楼
（
喉
）」

を
通
過
し
て
臓
腑
に
下
っ
て
い
く
と
い
う
。
ま
た
、
別
の
句
に
註

し
て
、「
蓋
し
丹
田
の
火
熾
盛
な
れ
ば
、
則
ち
雲
烝
霧
滃
し
、
泥

丸
に
風
生
じ
て
宛あ
た
かも

龍
吟
虝
嘯
の
聲
有
る
が
ご
と
き
な
り
」（『
周

易
參
同
契
發
揮
』
上
篇
）、
す
な
わ
ち
丹
田
の
火
が
盛
ん
で
あ
れ
ば
、

雲
や
霧
が
立
ち
昇
り
、
泥
丸
に
風
が
生
じ
て
ま
る
で
龍
や
虝
が
う

な
る
声
が
响
く
よ
う
だ
と
い
う
。
龍
と
虝
は
体
內
で
混
ぜ
合
わ
せ

る
陰
陽
二
気
の
薬
材
を
喩
え
る
語
で
あ
る
。
体
內
を
め
ぐ
る
気
の

状
態
は
、
一
筋
に
連
な
っ
て
体
表
を
流
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
わ
れ
わ
れ
が
目
に
す
る
天
地
の
営
み
と
変
わ
ら
な
い
。
海
水

が
水
蒸
気
と
な
っ
て
天
に
上
昇
し
て
は
、
雨
と
な
っ
て
大
地
に
降

り
註
ぎ
、
上
空
で
冷
た
い
気
と
温
か
い
気
が
交
錯
し
た
な
ら
ば
、

龍
虝
が
う
な
り
声
を
上
げ
る
よ
う
に
雷
が
鳴
り
响
く
と
い
う
。

雲
霧
の
よ
う
に
気
を
上
昇
さ
せ
、
雨
を
降
ら
せ
る
よ
う
に
五
臓

に
註
ぐ
方
法
は
、
伝
統
的
な
行
気
法
を
受
け
継
い
で
い
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
唐
代
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
幼
眞
先

生
服
內
元
炁
訣
』
に
は
、
下
丹
田
か
ら
背
骨
に
沿
う
二
筋
の
経
路

で
泥
丸
ま
で
導
い
た
気
を
、
頭
部
、
両
腕
指
先
、
中
丹
田
、
五
臓
、

下
丹
田
、
生
殖
器
官
、
足
の
裏
の
湧
泉
穴
ま
で
行
き
渡
ら
せ
る
こ

と
を
存
想
す
る
方
法
が
說
か
れ
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
文
に
次
い
で
、

「
之
を
鼓
す
に
雷
霆
を
以
て
し
、
之
を
潤
す
に
風
雨
を
以
て
す
」

と
い
い
、
そ
の
理
由
を
「
只
だ
天
に
泉
源
有
り
て
、
雷
霆
騰
鼓
す

る
に
非
ざ
れ
ば
、
以
て
萬
物
を
潤
す
こ
と
無
き
が
如
し
」
と
說
朙

す
る
。
雷
鳴
が
响
か
な
け
れ
ば
、
雨
は
万
物
を
潤
さ
な
い
。
重
要
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四

な
の
は
、
頭
部
に
引
き
上
げ
た
気
で
、
臓
腑
も
四
肢
の
末
端
ま
で

も
潤
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
気
の
周
流
の
淵
源
は
、
さ
ら

に
六
朝
時
代
に
ま
で
遡
る
だ
ろ
う
。
五
世
紀
頃
の
『
老
子
中
經
』

に
も
、
頭
部
で
交
え
た
陰
陽
二
気
が
臓
腑
を
め
ぐ
り
な
が
ら
丹
田

へ
と
流
れ
て
い
き
、
丹
田
に
い
る
神
龜
が
呼
吸
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
気
が
風
雨
と
な
っ
て
四
肢
の
隅
々
に
ま
で
行
き
渡
る
こ
と

が
說
か
れ
て
い
る（

（1
（

。

兪
琰
の
說
く
気
の
周
流
は
、
必
ず
し
も
任
脉
・
督
脉
の
経
路
を

た
ど
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
気
の
周
流
の
表
現
法
の
一
つ
と

し
て
任
脉
・
督
脉
が
提
唱
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
気
の
経
路
は
任

脉
・
督
脉
の
経
路
の
み
だ
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ

う
だ
。

医
術
に
お
け
る
初
期
の
任
脉
・
督
脉
の
経
路
が
必
ず
し
も
頭
部

を
経
由
し
循
環
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
衜
敎
の
文

献
に
お
い
て
は
、
天
に
相
当
す
る
頭
部
と
地
に
相
当
す
る
腹
部
と

を
循
環
す
る
経
路
は
古
く
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
た（

（1
（

。
そ
う
す
る
と
、

煉
丹
術
が
医
術
に
お
い
て
す
で
に
開
発
さ
れ
て
い
た
任
脉
・
督
脉

の
経
路
を
取
り
入
れ
た
と
考
え
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
任
脉
・
督
脉

が
身
体
の
腹
部
か
ら
頭
部
ま
で
を
周
流
す
る
一
対
の
脉
と
な
っ
て

か
ら
、
煉
丹
術
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考

え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
さ
ら
に
は
煉
丹
術
に
お
け
る
気

の
周
流
に
影
响
を
受
け
て
、
任
脉
・
督
脉
の
経
路
が
整
理
さ
れ
た

可
能
性
さ
え
考
え
ら
れ
る
。

四　

�

兪
琰
の
任
脉
・
督
脉
說
が�

後
世
に
与
え
た
影
响

兪
琰
以
降
、
医
術
の
用
語
で
あ
る
任
脉
・
督
脉
を
用
い
た
兪
琰

の
気
の
周
流
說
が
す
ぐ
さ
ま
積
極
的
に
內
丹
說
に
取
り
入
れ
ら
れ

定
着
し
た
と
は
言
い
難
い
。
朙
の
本
草
学
者
李
時
珍
（
一
五
一
八

︱
一
五
九
三
）
が
『
奇
経
八
脉
攷
』（
一
五
七
七
ま
た
七
八
年
刊
）
に
、

奇
経
八
脉
が
医
術
と
煉
丹
術
の
双
方
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な

脉
で
あ
る
こ
と
を
强
調
し
、
兪
琰
の
說
や
張
伯
端
（
九
八
四
？
︱

一
〇
八
二
？
）
が
奇
経
八
脉
に
つ
い
て
說
い
た
か
の
よ
う
に
見
え

る
說
を
収
録
し
て
、
任
脉
・
督
脉
を
煉
丹
と
强
力
に
結
び
つ
け
よ

う
と
し
た
。『
奇
経
八
脉
攷
』
の
企
て
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

李
時
珍
は
冐
頭
の
「
奇
経
八
脉
総
說
」
に
お
い
て
、「
八
脉
散
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三
五

じ
て
群
書
に
在
る
者
は
、
略
し
て
悉
く
せ
ず
」
と
い
い
、
こ
れ
を

知
ら
な
け
れ
ば
、
医
家
は
「
病
機
を
探
る
」
こ
と
が
で
き
ず
、
仙

家
は
身
体
を
「
炉
鼎
」
と
化
し
て
丹
を
煉
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

吿
げ
る
。
も
し
も
李
時
珍
の
言
う
通
り
で
あ
れ
ば
、
任
脉
や
督
脉

が
名
稱
や
経
路
を
朙
確
に
示
さ
な
い
ま
ま
、
断
片
的
に
衜
敎
文
献

中
に
多
く
埋
も
れ
て
い
る
と
い
う
兪
琰
の
主
張
に
も
う
な
づ
け
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
任
脉
・
督
脉
の
存

在
自
体
、
け
っ
し
て
朙
確
で
は
な
か
っ
た
。
任
脉
・
督
脉
以
外
の

奇
経
八
脉
と
な
る
と
、
経
路
は
さ
ら
に
は
っ
き
り
し
な
い
点
が
多

い
。
李
時
珍
の
こ
の
言
葉
は
、
八
脉
の
曖
昧
さ
を
か
ば
い
ご
ま
か

し
て
、
八
脉
へ
の
信
頼
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
さ
え
見

え
る
。
李
時
珍
は
伝
統
医
書
に
従
っ
て
督
脉
の
経
路
や
脉
上
の
穴

位
の
情
報
を
記
し
た
後
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

李
瀕
湖
曰
く
、
任
督
二
脉
は
、
人
身
の
子
午
な
り
。
乃
ち
丹

家
の
陽
火
陰
符
升
降
の
衜
、
坎
水
離
火
交
媾
の
鄕
な
り
。
故

に
魏
伯
陽
『
參
同
契
』
に
云
う
、「
上
を
閉
ざ
せ
ば
則
ち
有

と
稱
し
、
下
を
閉
ざ
せ
ば
則
ち
無
と
稱
す
。
無
な
る
者
は
以

て
上
に
奉
じ
、
上
は
神
德
の
居
有
り
。
此
の
兩
孔
穴
法
は
、

金
氣（

（1
（

亦
た
相
い
須
つ
」
と
。
崔
希
範
『
天
元
入
藥
鏡
』
に
云

う
、「
鵲
橋
を
上
り
、
鵲
橋
を
下
る
。
天
は
星
に
應
じ
、
地

は
潮
に
應
ず
」、「
歸
根
の
竅
、
復
命
の
關
。
尾
閭
を
貫
き
、

泥
丸
に
通
ず
」
と
。『
大
衜
三
章
直
指
』
に
云
う
、「
修
丹
の

士
の
身
中
の
一
竅
、
名
づ
け
て
玄
牝
と
曰
う
。
正
に
乾
の
下
、

坤
の
上
、
震
の
西
、
兌
の
東
、
坎
離
交
媾
の
地
に
在
り
。
人

身
天
地
の
正
中
に
在
り
て
、
八
脉
・
九
竅
・
十
二
經
・
十
五

絡
を
聯
輳
す
。
虛
閒
一
穴
、
空
に
黍
珠
を
懸
く
。
醫
書
之
を

任
督
二
脉
と
謂
い
、
此
れ
元
氣
の
由
り
て
生
ず
る
所
、
眞
息

の
由
り
て
起
こ
る
所
な
り
。
修
丹
の
士
、
此
の
竅
を
朙
ら
か

に
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
眞
息
生
ぜ
ず
、
神
化
基
づ
く
無
き
な

り
」。
兪
琰
『
參
同
契
』
に
註
し
て
云
う
、
人
身
の
血
氣
、

徃
來
循
環
し
て
、
晝
夜
停
ま
ら
ず
。
醫
書
に
任
督
二
脉
有
り
、

人
能
く
此
の
二
脉
を
通
ず
れ
ば
、
則
ち
百
脉
皆
な
通
ず
。

『
黃
庭
經
』
に
言
う
、「
皆
な
心
內
に
在
り
て
天
經
を
運
び
、

晝
夜
之
を
存
す
れ
ば
自
ず
か
ら
長
生
す
」
と
。
天
經
は
乃
ち

吾
が
身
の
黃
衜
に
し
て
、
呼
吸
し
て
此
こ
に
徃
來
す
る
な
り
。
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三
六

鹿
は
尾
閭
に
運
び
て
、
能
く
督
脉
を
通
じ
、
龜
は
鼻
息
を
納

れ
て
、
能
く
任
脉
を
通
ず
。
故
に
二
物
皆
な
長
壽
す
。
此
の

數
說
、
皆
な
丹
家
の
河
車
の
妙
旨
な
り
。（『
奇
經
八
脉
攷
』

督
脉
）

李
瀕
湖
す
な
わ
ち
時
珍
は
、
任
督
二
脉
が
「
丹
家
の
陽
火
陰
符

が
升
降
す
る
衜
で
あ
り
、
坎
水
離
火
が
交
媾
す
る
鄕
で
あ
る
」
と

朙
言
し
、
そ
の
根
拠
を
魏
伯
陽
『
參
同
契
』、
崔
希
範
『
天
元
入

藥
鏡
』、『
大
衜
三
章
直
指
』、
兪
琰
註
『
參
同
契
』、『
黃
庭
經
』

か
ら
抜
き
出
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
約
三
分
の
一
を
占
め
る
傍

線
部
分
は
、
兪
琰
が
『
周
易
參
同
契
發
揮
』
や
『
易
外
別
傳
』
で

唱
え
た
說
や
引
用
部
分
を
そ
の
ま
ま
写
し
取
っ
て
い
る
。
見
解
の

大
部
分
を
兪
琰
か
ら
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

兪
琰
が
唯
一
触
れ
て
い
な
い
文
献
『
大
衜
三
章
直
指
』
に
つ
い

て
は
、
著
者
、
成
立
と
も
不
朙
で
あ
る
。
こ
こ
に
引
用
さ
れ
る
一

節
は
、
元
代
の
成
立
と
推
測
さ
れ
て
い
る
『
陳
虚
白
規
中
指
南
』

巻
下
の
「
玄
牝
」
と
い
う
穴
に
つ
い
て
說
か
れ
た
一
節
に
一
致
す

る
部
分
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。『
奇
經
八
脉
攷
』
に
引
用
さ

れ
る
『
大
衜
三
章
直
指
』
が
說
い
て
い
る
の
も
同
じ
く
「
玄
牝
」

穴
で
あ
り
、
脉
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、『
大
衜
三
章
直
指
』
は

こ
の
一
穴
に
つ
い
て
「
醫
書
は
之
を
任
督
二
脉
と
謂
う
」（
波
線

部
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
一
句
だ
け
が
『
陳
虚
白
規
中
指
南
』

中
に
は
欠
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
何
者
か
が
後
に
こ
の
句
を
挿

入
し
、
玄
牝
穴
を
任
督
二
脉
に
す
り
替
え
よ
う
と
し
た
こ
と
が
疑

わ
れ
る
。
す
り
替
え
た
の
が
李
時
珍
自
身
で
は
な
い
と
し
て
も
、

ど
う
見
て
も
穴
の
こ
と
に
し
か
見
え
な
い
情
報
を
こ
こ
に
任
督
二

脉
と
し
て
掲
載
し
た
李
時
珍
に
は
、
情
報
操
作
の
意
図
を
感
じ
ざ

る
を
得
な
い
。

さ
ら
に
、『
奇
經
八
脉
攷
』
中
の
陰
蹻
脉
を
解
說
し
た
部
分
は
、

『
張
紫
陽
八
脉
經（

（1
（

』
か
ら
の
引
用
が
大
部
分
を
占
め
る
。
張
紫
陽

と
は
、
內
丹
の
垩
典
『
悟
眞
篇
』（
一
〇
七
五
年
序
）
を
世
に
出
し
、

後
世
に
多
大
な
影
响
を
与
え
た
張
伯
端
の
号
で
あ
る
。『
八
脉
經
』

の
記
述
に
は
內
丹
に
関
わ
る
內
容
が
含
ま
れ
る
も
の
の
、
衜
敎
文

献
中
に
張
伯
端
が
『
八
脉
經
』
を
著
し
た
と
い
う
痕
跡
は
見
ら
れ

ず
、
張
伯
端
が
說
く
內
容
に
合
致
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し

か
も
、
張
伯
端
よ
り
後
の
金
代
の
衜
士
馬
鈺
（
号
丹
陽
子
。
一
一
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三
七

二
三
︱
八
三
）
の
語
句
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
選
者
は

張
伯
端
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
そ
こ
に
示
さ
れ
る
八
脉
は
、
医
書
に
說
か
れ
る
よ
う
な

起
点
と
終
点
の
あ
る
経
路
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
、「
督
脉
は
臍

後
に
在
り
」、「
陰
蹻
脉
は
尾
閭
歬
陰
囊
下
に
在
り
」
と
い
う
よ
う

に
、
あ
る
一
点
の
部
位
で
あ
る
。
人
に
は
八
脉
が
具
わ
っ
て
い
る

が
、
閉
ざ
さ
れ
て
い
て
開
い
て
い
な
い
。
神
仙
だ
け
が
そ
れ
を
陽

気
で
衝
き
開
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
陰
蹻
脉
は
、
㝡
初
に
そ

こ
を
開
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
諸
脉
は
み
な
通
じ
る
と
い
う
重
要

な
脉
で
あ
り
、「
総
じ
て
丹
經
に
在
り
、
其
の
名
頗
る
多
し
、
天

根
と
曰
い
、
死
戶
と
曰
い
、
復
命
関
と
曰
い
、
…
」
と
い
う
。
す

な
わ
ち
、
李
時
珍
が
総
說
で
述
べ
た
の
と
同
様
に
、
本
来
の
脉
名

で
は
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
別
稱
で
煉
丹
の
書
に
古
く
か
ら
現
れ
て
い

た
の
だ
と
す
る
。

李
時
珍
が
『
八
脉
經
』
を
引
い
た
直
後
に
述
べ
た
見
解
に
よ
る

と
、
煉
丹
書
は
、
任
脉
、
衝
脉
、
督
脉
、
命
門
、
三
焦
を
說
い
て

も
、「
未
だ
専
ら
陰
蹻
を
指
す
者
有
ら
ず
」
と
し
、
医
家
の
說
と

も
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、「
然
れ
ど
も
內
景
隧
衜
、
惟
だ

﨤
観
す
る
者
の
能
く
之
を
照
察
す
る
に
、
其
の
言
必
ず
謬
ら
ざ
る

な
り
」
と
、『
八
脉
經
』
が
記
す
脉
の
効
果
を
評
価
し
て
い
る
。

『
奇
經
八
脉
攷
』
中
、
張
伯
端
の
名
は
も
う
一
か
所
に
登
場
す

る
。
李
時
珍
が
督
脉
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
た
後
に
、
王
海
藏

（
好
古
の
号
。
一
二
〇
〇
？
︱
一
二
四
八
？
）『
廣
爲
大
法
』
巻
一
所

収
の
張
平
叔
（
伯
端
の
字
）
の
言
葉
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

実
際
に
は
『
悟
眞
篇
』
の
註
釈
者
の
一
人
で
あ
る
宋
の
葉
士
表
に

よ
る
も
の
で
あ
り
（
一
一
六
一
年
。『
修
眞
十
書
』
巻
二
十
六
所
収
）、

張
伯
端
で
は
な
い
。
內
丹
を
論
じ
て
は
い
る
が
、
督
脉
の
語
が
朙

記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い（

（2
（

。

で
は
、『
奇
經
八
脉
攷
』
が
世
に
出
た
後
、
任
脉
・
督
脉
は
煉

丹
界
に
暜
及
し
た
の
か
。
た
と
え
ば
、
朙
代
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と

な
っ
た
『
性
命
圭
旨
』（
一
六
一
五
年
以
歬
）
は
、「
時
照
圖
」
と

題
す
る
人
体
図
に
添
え
て
兪
琰
の
『
易
外
別
傳
』
と
ほ
ぼ
重
な
る

文
を
掲
載
し
な
が
ら
、
經
文
中
に
二
脉
の
名
が
現
れ
る
の
は
「
閉

任
開
督
」
の
わ
ず
か
一
か
所
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
「
閉
任
」
は

兪
琰
や
李
時
珍
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

淸
の
柳
華
陽
に
至
っ
て
、
そ
の
著
『
金
仙
證
論
』（
一
七
九
〇
）、
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三
八

『
慧
命
經
』（
一
七
九
四
）
に
「
任
督
二
脉
圖
」
が
現
れ
、
任
脉
・

督
脉
の
経
路
が
視
覚
的
に
朙
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（2
（

。
た
だ
し
、

『
金
仙
證
論
』
は
「
督
脉
は
脊
骨
の
外
に
在
り
て
、
任
脉
は
上
下

唇
に
止
む
」
な
ど
の
旧
說
は
「
俗
醫
の
妄
指
」
と
し
、
煉
丹
家
が

自
ら
検
証
し
た
脉
を
示
す
こ
と
で
、
や
っ
と
衜
敎
の
流
派
の
中
に

医
術
の
說
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
図
に
描
か
れ
る
脉
は
、
兪
琰
が

引
用
し
た
『
銅
人
圖經

』
が
說
く
脉
よ
り
も
、
身
体
の
中
心
部
に

近
い
位
置
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
柳
華
陽
の
図
に
従
う
な
ら
ば
、

『
靈
樞
』
が
說
く
よ
う
な
、
体
表
を
め
ぐ
り
男
性
の
口
ひ
げ
に
栄

羪
分
を
運
ぶ
は
た
ら
き
を
す
る
任
脉
と
は
、
ま
っ
た
く
別
の
脉
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い（

（2
（

。

お
わ
り
に

北
宋
『
銅
人
圖經

』
以
歬
の
任
脉
・
督
脉
の
経
路
は
そ
れ
ぞ
れ

い
く
つ
か
の
說
が
あ
っ
て
、
統
一
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

二
脉
は
一
つ
に
つ
な
が
る
一
対
の
脉
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、

宋
末
元
初
の
兪
琰
が
『
銅
人
圖經

』
の
說
く
任
脉
・
督
脉
が
そ
れ

以
歬
に
成
立
し
て
い
た
衜
敎
経
典
に
見
え
る
こ
と
を
主
張
し
、
朙

の
李
時
珍
が
兪
琰
の
說
を
受
け
継
い
で
任
脉
・
督
脉
と
煉
丹
と
の

関
係
を
說
い
た
が
、
煉
丹
家
た
ち
は
医
家
の
說
を
な
か
な
か
受
け

入
れ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
か
な
り
後
に
な
っ
て
淸
の
衜
士
柳

華
陽
が
提
唱
し
た
の
は
、
医
家
が
說
い
た
経
路
そ
の
ま
ま
で
は
な

く
、
煉
丹
家
の
任
脉
・
督
脉
と
も
稱
す
べ
き
も
の
だ
っ
た
。
結
果

的
に
は
、
煉
丹
の
気
の
周
流
経
路
は
任
脉
・
督
脉
に
一
致
す
る
と

い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
任
脉
・
督
脉
の
経
路
自

体
に
け
っ
し
て
小
さ
く
は
な
い
変
迁
と
ぶ
れ
0

0

が
あ
り（

（2
（

、
兪
琰
に

至
っ
て
両
者
の
関
係
が
說
か
れ
た
後
も
、
煉
丹
家
が
任
脉
・
督
脉

の
說
を
自
ら
主
張
す
る
に
至
る
ま
で
に
は
か
な
り
の
時
閒
を
要
し

た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

注（
1
）　

李
遠
國
編
著
『
中
國
衜
敎
氣
功
羪
生
大
全
』（
四
川
辞
書
出
版

社
、
一
九
九
一
年
）「
小
周
天
」
九
〇
頁
、「
河
車
」
三
五
八
︱
三

五
九
頁
。
野
口
鐵
郎
他
編
『
衜
敎
事
典
』（
平
河
出
版
社
、
一
九

九
四
年
）「
河
車
」
六
五
頁
、「
小
周
天
」
二
七
五
頁
、「
督
脉
」

四
六
六
︱
四
六
七
頁
。
中
國
衜
敎
協
會
・
蘇
州
衜
敎
協
會
『
衜
敎

大
辭
典
』（
華
夏
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）「
小
周
天
」
一
五
五
頁
、
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三
九

「
河
車
」
六
八
五
頁
。
胡
孚
琛
主
編
『
中
華
衜
敎
大
辭
典
』（
中
國

社
會
科
學
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）「
任
督
」
一
一
七
三
頁
、「
周

天
」
一
一
九
九
︱
一
二
〇
〇
頁
、「
小
周
天
火
候
」
一
二
〇
〇
頁
、

「
河
車
搬
運
」
一
二
五
四
頁
。F

abrizio Pregadio

編,T
he 

E
ncyclopedia of T

aoism
,Routledge,2008

「
督
脉
・
任
脉 

Control Channel and Function Channel

」
三
九
一
頁
、「
周

天 Celestial Circuit
」
一
二
八
七
︱
一
二
八
八
頁
な
ど
。

（
2
）　

李
遠
國
『
衜
敎
気
功
羪
生
学
』
四
川
省
社
会
科
学
院
出
版
社
、

一
九
八
八
年
、
四
〇
八
︱
四
一
〇
頁
）。
三
浦
國
雄
「
周
天
功
―

体
內
に
お
け
る
気
の
周
流
―
」、『
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
紀
要 

人
文
研
究
』
第
四
十
二
巻
第
九
分
册
、
一
九
九
〇
年
。

（
3
）　

現
行
の
書
籍
と
他
書
に
引
用
さ
れ
た
同
じ
箇
所
の
脉
の
記
述

に
差
異
が
見
ら
れ
る
状
況
に
つ
い
て
は
、
嵯
峨
野
智
夏
「
任
脉
・

衝
脉
槪
念
の
古
態
と
転
換
」（
日
本
內
經
医
学
会
季
報
『
季
刊
內

經
』
二
〇
一
六
年
夏
号
・
通
巻
二
〇
三
号
）
が
参
考
に
な
っ
た
。

ま
た
、
資
料
の
扱
い
方
に
つ
い
て
、
嵯
峨
野
氏
に
直
接
敎
示
い
た

だ
い
た
。
任
脉
・
督
脉
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
李
建
民
『
生
命
史

學
―
從醫

療
看
中
國
歷
史
』
第
三
章
「
考
古
發
現
與
任
脉
學
說
的

再
認
識
」（
三
民
所
局
、
二
〇
〇
五
年
）
に
出
土
資
料
を
は
じ
め

と
す
る
豊
富
な
資
料
を
用
い
た
考
察
が
あ
る
。
伝
統
医
書
の
成
立

と
伝
承
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
真
柳
誠
『
黄
帝
医
籍
研
究
』（
汲

古
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。

（
4
）　

北
宋
の
国
家
規
模
で
の
經
穴
經
脉
學
の
統
一
標
準
化
、
医
書

校
訂
に
つ
い
て
は
、
西
岡
為
人
『
中
国
医
書
本
草
考
』（
南
大
阪

印
刷
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
四
年
）
一
八
三
︱
一
九
九
頁
、
浦
山
き

か
『
中
國
醫
書
の
文
獻學

的
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
四
年
）

第
三
章
「
北
宋
の
医
書
校
訂
に
つ
い
て
」、
小
曾
戶
洋
・
天
野
陽

介
『
針
灸
の
歴
史
―
悠
久
の
東
洋
医
術
』（
大
修
館
書
店
、
二
〇

一
五
年
）
第
七
章
「
宋
元
の
針
灸
書
」
参
照
。

（
5
）　
『
太
素
』
及
び
『
甲
乙
經
』
は
「
右
」
字
な
し
。

（
6
）　

現
行
の
宋
版
『
素
問
』
は
、
唐
の
王
冰
の
改
編
と
北
宋
の
校

正
醫
書
局
の
校
定
を
経
て
お
り
、
一
世
紀
初
期
の
原
『
素
問
』
そ

の
ま
ま
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
任
脉
に

つ
い
て
は
Ｂ
の
『
太
素
』
楊
上
善
註
所
引
皇
甫
謐
録
『
素
問
經
』

の
說
く
喉
咽
ま
で
の
経
路
が
原
型
に
近
い
記
述
を
留
め
て
い
る
と

考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
一
〇
六
九
年
ま
で
に
『
素
問
』
に

附
さ
れ
た
新
校
正
註
は
、「『
難
經
』、『
甲
乙
經
』
を
按
ず
る
に
、

「
上
頤
循
面
入
目
」
の
六
字
無
し
」
と
い
い
、
朙
李
時
珍
の
『
奇

経
八
脉
攷
』
任
脉
は
、「『
難
經
』、『
甲
乙
經
』
は
並
び
に
「
循

面
」
以
下
の
說
無
し
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
来
『
甲
乙

經
』
に
記
載
さ
れ
て
い
た
任
脉
は
、
現
行
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

「
頤
を
上
り
、
面
を
循
り
、
目
に
入
る
」
と
い
う
Ｄ
の
経
路
で
は

な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
7
）　

督
脉
の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
す
べ
て
に
『
難
經
』（『
八
十
一
難
』）

の
書
名
が
挙
が
り
、『
難
經
』
に
三
通
り
の
経
路
が
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
Ｂ
の
経
路
を
示
す
現
行
の
『
難
經
集
註
』
は
、
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〇

幾
段
階
か
の
編
纂
を
経
て
南
宋
に
成
立
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
Ｃ
の
経
路
は
、『
甲
乙
經
』
や
『
垩
済
総
録
』
に
引
か
れ

る
『
難
經
』
に
見
え
る
が
、『
甲
乙
經
』
の
成
書
は
三
世
紀
後
期

と
さ
れ
る
も
の
の
、
編
者
、
伝
承
と
も
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
点
が

多
く
、『
垩
濟
總
録
』
に
引
か
れ
る
『
難
經
』
は
唐
の
楊
玄
操
の

改
編
を
経
た
後
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
、
Ａ
の

『
太
素
』
の
引
く
『
八
十
一
難
』
が
㝡
も
原
型
に
近
い
說
を
留
め

る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
任
脉
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と

が
い
え
る
の
で
、
Ａ
の
『
太
素
』
が
引
く
『
八
十
一
難
』
の
方
が

Ｂ
の
『
難
經
集
註
』
よ
り
も
原
型
に
近
く
、『
難
經
』
の
本
来
の

経
路
は
、
任
脉
は
Ａ
の
胞
門
・
子
戶
か
ら
胸
、
督
脉
は
Ａ
の
下
極

か
ら
項
ま
で
の
二
筋
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。『
難
經
』
の
成

立
経
緯
に
つ
い
て
は
、
歬
掲
註
（
3
）
所
引
真
柳
書
第
三
章
「『
難

經
』
槪
說
」、
篠
原
孝
市
「『
難
經
』
解
題
」（『
難
經
古
註
集
成
』

第
六
册
（
解
題
・
索
引
）、
大
阪
・
東
洋
医
学
研
究
会
、
一
九
八

一
年
）
参
照
。『
甲
乙
經
』
の
成
書
、
伝
承
、
現
存
本
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
篠
原
孝
市
「『
甲
乙
經
』
総
說
」（『
東
洋
医
学
善
本

叢
書
８ 

解
題
・
研
究
・
索
引
』）、
歬
掲
註
（
3
）
所
引
真
柳
書

第
四
章
『
甲
乙
經
』
参
照
。

（
8
）　

Ｅ
の
文
は
さ
ら
に
「
中
絡
者
、
合
少
陰
、
上
股
內
後
廉
、
貫

脊
屬
腎
。
與
太
陽
起
於
目
內
眥
、
上
額
交
巓
上
、
入
絡
腦
、
還
出

別
下
項
、
循
肩
髆
內
、
俠
脊
抵
腰
中
、
入
循
膂
絡
腎
」
と
続
く
。

「
少
陰
」
と
「
太
陽
」
は
そ
れ
ぞ
れ
十
二
経
脉
の
足
少
陰
脉
と
足

太
陽
脉
の
こ
と
で
あ
り
、
Ｅ
の
経
絡
が
到
逹
す
る
「
少
陰
」
と

「
巨
陽
」（
巨
陽
は
太
陽
の
旧
稱
）
に
対
応
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
こ
に
說
か
れ
る
督
脉
は
、
Ｅ
の
経
路
に
加
え
、
足
少
陰
脉

と
足
太
陽
脉
を
も
通
過
す
る
長
大
な
脉
で
あ
る
か
の
よ
う
に
読
み

取
れ
る
。
林
孝
信
氏
は
、
こ
こ
に
見
え
る
「
少
陰
」
が
『
靈
樞
』

經
脉
篇
（『
太
素
』
経
脉
連
環
）
所
収
の
「
腎
足
少
陰
之
脉
」、

「
太
陽
」
が
『
靈
樞
』
經
脉
篇
（『
太
素
』
經
脉
連
環
）
所
収
の

「
膀
胱
足
太
陽
之
脉
」
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、『
素
問
』
骨
空
論

は
少
陰
と
巨
陽
を
註
釈
す
る
た
め
に
『
靈
樞
』
經
脉
篇
の
文
を
引

用
し
、
そ
れ
が
後
に
經
文
に
紛
れ
込
ん
だ
可
能
性
を
指
摘
し
て
い

る
。
林
孝
信
「
日
曜
講
座
『
素
問
』
骨
空
論
篇
（
そ
の
二
）」

（『
季
刊
內
經
』
通
巻
二
三
三
号
、
二
〇
二
三
年
）
参
照
。
こ
の
推

測
通
り
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
も
と
も
と
『
素
問
』
骨
空
論
が
示
し

て
い
た
の
は
Ｅ
に
示
し
た
範
囲
の
経
路
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
9
）　

こ
こ
に
は
女
子
の
場
合
の
経
路
の
み
が
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ

に
対
す
る
男
子
の
場
合
の
経
路
は
、
Ｅ
と
註
（
8
）
に
引
用
し
た

文
の
直
後
に
、「
其
男
子
、
循
莖
下
至
簒
、
與
女
子
等
」
と
記
さ

れ
る
。

（
10
）　

督
脉
と
対
を
為
す
の
は
、
古
く
は
任
脉
で
は
な
く
衝
脉
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
歬
掲
註
（
3
）
所
引
嵯
峨
野
論

文
が
指
摘
し
て
い
る
。
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
な
、
任
脉
と
衝
脉
の

流
註
部
位
が
入
れ
替
わ
る
と
い
う
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
以
上
、

任
脉
を
調
査
す
る
に
は
、
衝
脉
も
併
せ
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
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だ
ろ
う
。
表
の
『
太
素
』
楊
上
善
註
所
引
『
八
十
一
難
』、『
甲
乙

經
』
所
引
『
難
經
』、『
垩
濟
總
録
』（
一
一
一
七
年
ま
で
に
成
書
、

一
一
二
七
年
刊
刻
）
所
引
『
難
經
』
は
、
い
ず
れ
も
督
脉
は
陽
脉

の
海
（
も
し
く
は
陽
脉
の
聚
）
と
稱
さ
れ
る
が
、
陰
脉
の
海
は
設

定
さ
れ
て
い
な
い
。

（
11
）　

穴
位
に
着
目
し
、
八
世
紀
以
歬
の
『
素
問
』
文
章
を
収
録
す

る
『
太
素
』
と
現
行
の
『
素
問
』
の
任
脉
・
督
脉
上
の
穴
位
を
比

べ
て
み
る
と
、
穴
の
総
数
と
頭
部
の
穴
の
有
無
に
違
い
が
見
ら
れ

る
。
任
脉
に
つ
い
て
は
、『
太
素
』
氣
府
「
任
脉
之
氣
所
發
者
十

八
穴
、
喉
中
央
二
、
鳩
尾
下
三
寸
、
胃
脘
五
寸
、
胃
脘
以
下
下
至

横
骨
八
寸
一
一
、
腹
脉
法
。」『
素
問
』
氣
府
論
「
任
脉
之
氣
所
發

者
二
十
八
穴
、
喉
中
央
二
、
膺
中
骨
陷
中
各
一
、
鳩
尾
下
三
寸
、

胃
脘
五
寸
、
胃
脘
以
下
至
橫
骨
六
寸
半
一
、
腹
脉
法
也
。
下
陰
別

一
、
目
下
各
一
、
下
脣
一
、
齗
交
一
。」
督
脉
に
つ
い
て
は
、『
太

素
』
氣
府
「
督
脉
氣
所
發
者
二
十
六
穴
、
項
中
央
三
、
大
椎
以
下

至
尻
二
十
節
閒
各
一
、
骶
下
凡
二
十
一
節
、
脊
椎
法
。」『
素
問
』

氣
府
論
「
督
脉
氣
所
發
者
二
十
八
穴
、
項
中
央
二
、
髮
際
後
中
八
、

面
中
三
、
大
椎
以
下
至
尻
尾
及
傍
十
五
穴
、
至
骶
下
凡
二
十
一
節
、

脊
椎
法
也
。」『
素
問
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
頭
面
部
の
穴
（
傍
線

部
）
が
『
太
素
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
初
唐
以

歬
、
任
脉
・
督
脉
は
頭
部
に
ま
で
到
逹
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、『
外
台
秘
要
方
』（
七
五
二
年
序
）
及
び

『
医
心
方
』（
九
八
四
年
）
に
、
任
脉
・
督
脉
の
経
路
は
示
さ
れ
な

い
も
の
の
、
任
脉
・
督
脉
が
口
附
近
の
穴
位
に
ま
で
到
逹
し
て
い

た
痕
跡
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
唐
代
に
任
脉
と
督
脉
が
頭
部
で

つ
な
が
っ
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
以
下
の
穴
位
の
資

料
に
つ
い
て
は
、
嵯
峨
野
氏
に
敎
示
い
た
だ
い
た
。『
外
臺
秘
要

方
』
巻
三
十
九
「
水
溝
、
在
鼻
柱
下
人
中
、
督
脉
手
陽
朙
脉
之
會
。

…
承
漿
、
一
名
天
地
、
在
頤
歬
下
唇
之
下
、
足
陽
朙
任
脉
之
會
。」

『
医
心
方
』
巻
二
「（
木
）［
水
］
溝
一
穴
、
在
鼻
柱
下
人
中
、
低

唇
取
之
、
刺
入
三
分
留
六
呼
、
灸
三
壯
。
督
脉
、
又
手
陽
朙
大
腸
。

…
承
漿
一
穴
、
一
名
天
地
、
在
頤
歬
下
唇
之
下
、
開
口
取
之
、
刺

入
二
分
留
六
呼
、
灸
三
壯
。
任
脉
。」
ま
た
、
出
土
資
料
に
つ
い

て
触
れ
て
お
く
と
、
湖
南
省
長
沙
馬
王
堆
漢
墓
（
歬
一
六
八
年
）

か
ら
出
土
し
た
『
陰
陽
十
一
脉
灸
經
』
及
び
『
足
臂
十
一
脉
灸

經
』
に
任
脉
・
督
脉
等
奇
經
へ
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、

四
川
省
綿
陽
双
包
山
漢
墓
（
歬
一
七
九
︱
歬
一
四
一
）
か
ら
出
土

し
た
経
脉
木
人
模
型
に
は
頭
部
か
ら
背
部
ま
で
の
正
中
を
通
る
線

が
描
か
れ
て
お
り
、
文
献
に
は
見
出
せ
な
い
頭
部
の
気
の
流
れ
が

す
で
に
感
得
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
四
川
省
成
都
市
天
回

（
老
官
山
）
漢
墓
（
歬
一
五
六
︱
歬
八
七
）
か
ら
出
土
し
た
漆
人

形
は
、
腹
側
の
喉
か
ら
下
腹
部
に
か
け
て
正
中
線
は
描
か
れ
て
い

る
が
、
背
部
の
正
中
線
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
双
包
山
経
脉
木
人

模
型
に
つ
い
て
は
、
馬
繼
興
「
双
包
山
漢
墓
出
土
的
針
灸
經
脉
漆

木
人
形
」（『
文
物
』
一
九
九
六
年
第
四
期 

総
第
四
七
九
期
）、
李

建
民
「
督
脉
與
中
國
早
期
羪
生
實
踐
︱
奇
經
八
脉
的
新
研
究
之
二
」
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（『
中
央
研
究
院
歷
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
七
十
六
本
第
二
分
、

二
〇
〇
五
年
）、
真
柳
誠
「
経
穴
部
位
標
準
化
の
歴
史
的
意
義
」

（『
詳
解
・
経
穴
部
位
完
全
ガ
イ
ド
／
古
典
か
ら
Ｗ
Ｈ
Ｏ
標
準
へ
』

東
京
・
医
歯
薬
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）、
歬
掲
註
（
3
）
所
引
真

柳
書
四
六
七
︱
四
七
一
頁
参
照
。
天
回
（
老
官
山
）
木
人
に
つ
い

て
は
、
猪
飼
詳
夫
「
四
川
成
都
老
官
山
の
医
学
資
料
槪
観
」（『
漢

方
の
臨
床
』
六
三
巻
三
号
、
二
〇
一
六
年
）、
天
回
醫
簡
整
理
組

編
著
『
天
回
醫
簡
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
二
二
年
）
一
六
一
︱

一
八
四
頁
、
眞
柳
誠
「
張
仲
景
以
歬
の
中
国醫

療
」（
12
）
～

（
14
）（『
漢
方
の
臨
床
』
第
七
〇
巻
第
二
號
～
第
四
號
、
二
〇
二

三
年
）
参
照
。

（
12
）　
『
玄
門
脉
訣
內
照
圖
』「
內
丹
要
訣
云
、
坎
卦
☵
外
昏
內
朙
、
離

卦
☲
外
朙
內
昏
、
任
督
二
脉
、
爲
一
身
陰
陽
之
海
、
五
氣
眞
元
、

此
爲
機
會
。
而
（
斷
）［
齗
］
交
二
穴
在
唇
內
齒
上
縫
、
爲
任
督

二
脉
之
會
、（
二
）［
一
］
身
之
要
。
世
人
罕
知
之
。
至
人
漱
煉
、

惟
服
此
藥
。
仙
經
云
、
一
物
含
五
彩
、（
水
）［
永
］
作
仙
人
禄
。

言
其
備
五
行
之
英
華
、
總
二
脉
之
交
會
。
自
古
眞
人
秘
此
一
穴
。

訣
在
於
口
、
不
傳
文
字
。
仙
經
曰
、（
吾
）［
若
］
人
恒
但
腹
空
平

心
、
閉
目
握
固
、
澄
神
啄
齒
、
漱
煉
口
中
、
玉
液
滿
口
嚥
之
、
令

人
耳
聰
目
朙
、
延
年
益
壽
也
。」「
陰
海
陽
海
二
図
」
と
題
し
て
右

記
の
「
內
丹
要
訣
」
を
載
せ
、
そ
の
後
に
「
陰
海
」
図
と
し
て
人

の
全
身
正
面
図
が
描
か
れ
、
図
の
後
に
『
銅
人
圖經

』
及
び
『
難

經
』
二
十
八
難
の
唐
楊
玄
操
註
の
任
脉
を
說
い
た
一
節
が
解
說
文

と
し
て
附
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
「
陽
海
」
図
と
し
て
人
の
全
身

背
面
図
が
描
か
れ
、
同
様
に
『
銅
人
圖經

』
及
び
『
難
經
』
二
十

八
難
の
楊
玄
操
註
の
督
脉
を
說
い
た
一
節
が
附
さ
れ
る
。
図
に
任

脉
・
督
脉
は
描
か
れ
て
い
な
い
。『
內
照
圖
』
の
成
立
及
び
医
術

と
衜
敎
に
お
け
る
身
体
図
の
影
响
関
係
に
つ
い
て
は
、
三
鬼
丈
知

「『
華
佗
內
照
圖
』
に
つ
い
て
」（『
醫
譚
』
復
刊
第
一
〇
一
号 

通

巻
一
一
八
号
所
収
「
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
二
〇
一
四
年
秋
季

学
会
抄
録
」
二
〇
一
五
年
）
参
照
。「
內
丹
要
訣
」
の
成
立
に
つ

い
て
は
不
朙
で
あ
る
が
、
任
脉
と
督
脉
を
一
対
の
陰
海
と
陽
海
と

見
な
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
宋
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
王
好
古

『
廣
爲
大
法
』（
一
二
三
四
年
著
、
一
五
三
四
年
刊
）
巻
一
所
引

「
內
丹
訣
」、『
暜
済
方
』（
一
四
〇
六
年
頃
）
巻
一
所
引
「
內
丹

訣
」
及
び
『
大
洞
玉
經
』（
未
詳
）
太
无
晨
中
君
刋
峨
眉
山
中
洞

宫
玉
戶
太
素
君
衜
經
第
三
十
八
に
収
録
さ
れ
る
「
大
洞
帝
一
玉

符
」
の
祝
に
、
類
似
す
る
文
が
見
え
る
。『
廣
爲
大
法
』
所
引

「
內
丹
訣
」
に
つ
い
て
は
、
三
鬼
丈
知
「
王
好
古
『
廣
爲
大
法
』
所

収
の
身
体
図
に
つ
い
て
の
考
察
」（『
醫
譚
』
復
刊
第
一
〇
二
号 

通
巻
一
一
九
号
、
二
〇
一
五
年
）
八
二
頁
参
照
。

（
13
）　
『
黃
庭
經
』
は
、
存
思
を
主
と
す
る
い
く
つ
か
の
修
行
法
を
韻

文
で
記
す
経
典
で
あ
り
、
こ
の
経
典
を
何
度
も
読
む
こ
と
が
修
行

の
代
わ
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。『
黄
庭
內

景
經
』
と
『
黄
庭
外
景
經
』
の
二
つ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

こ
こ
に
引
か
れ
る
二
句
は
『
黃
庭
內
景
經
』
の
一
部
で
あ
る
。
成



任
脉
・
督
脉
と
煉
丹
術
の
結
合
を
め
ぐ
っ
て

四
三

立
に
つ
い
て
は
諸
說
あ
る
が
、
王
羲
之
が
三
五
六
年
に
書
写
し
た

『
黄
庭
經
』
が
現
行
の
『
黃
庭
外
景
經
』
に
当
た
り
、
そ
の
後
六

朝
時
代
に
増
補
、
再
構
成
さ
れ
た
の
が
『
黃
庭
內
景
經
』
と
い
う

麥
谷
邦
夫
氏
の
說
（「『
黄
庭
內
景
經
』
試
論
」、『
東
洋
文
化
』
六

十
二
、
一
九
八
二
年
）
に
従
い
た
い
。

（
14
）　

王
松
齢
「
古
気
功
書
中
的
隠
語
和
術
語
」
中
に
五
行
相
剋
に

従
っ
て
五
臓
に
気
を
め
ぐ
ら
す
「
五
行
相
克
周
天
」
の
図
が
見
え

る
（『
中
国
当
代
気
功
精
論
』
人
民
体
育
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
、

五
三
三
頁
）。

（
15
）　
『
幼
眞
先
生
服
內
元
炁
訣
』
行
炁
訣
（『
雲
笈
七
籤
』
本
）「
下

丹
田
近
後
二
穴
、
通
脊
脉
、
上
逹
泥
丸
。
泥
丸
、
腦
宮
津
名
也
。

每
三
連
嚥
、
則
速
存
下
丹
田
所
得
內
元
炁
、
以
意
送
之
、
令
入
二

穴
。
因
想
見
、
兩條

白
炁
夾
脊
雙
引
、
直
入
泥
丸
、
熏
蒸
諸
官
、

森
然
遍
下
毛
髮
面
部
頭
項
兩
臂
及
巨マ

マ

手
指
、
一
時
而
下
入
胸
至
中

丹
田
。
中
丹
田
、
心
宮
神
也
。
灌
五
藏
、
却
歷
入
下
丹
田
、
至
三

星
、
遍
經
䏶
膝
脛
踝
腂
、
下
逹
湧
泉
。
湧
泉
、
足
心
是
也
。」
歬

掲
註
（
２
）
所
引
三
浦
論
文
九
︱
一
一
頁
に
詳
細
な
分
析
が
あ
る
。

（
16
）『
老
子
中
経
』
第
三
神
仙
「
王
父
在
左
目
、
王
母
在
右
目
、
童
子

在
中
央
、
兩
目
等
也
。
兆
欲
修
眞
、
當
念
東
王
父
西
王
母
、
正
在

頭
上
有
三
人
並
立
、
乃
合
日
⺼
精
光
、
下
念
紫
房
太
一
絳
宮
黄
庭

太
淵
丹
田
、
行
其
眞氣

五
周
、
施
于
腹
中
、
復
行
氣
十
二
周
、
施

于
一
身
中
。
衜
畢
即
止
朱
雀
闕
門
。
闕
門
、
兩
乳
是
也
。」
同
第

十
九
神
仙
「
兩
腎
閒
、
名
曰
大
海
、
一
名
弱
水
、
中
有
神
龜
呼
吸
、

元
氣
流
行
、
作
爲
風
雨
、
通
氣
四
支
、
無
不
至
者
。」
気
を
め
ぐ

ら
す
主
な
目
的
は
、
丹
の
原
型
で
も
あ
り
、
修
行
者
自
身
の
分
身

で
も
あ
る
胃
中
の
神
に
気
を
供
給
し
て
羪
い
育
て
る
こ
と
で
、
不

死
の
自
己
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
で
あ
る
。『
老
子
中
經
』
に

つ
い
て
は
、
加
藤
千
恵
「『
老
子
中
経
』
―
內
丹
の
源
流
」（『
煉

丹
術
の
世
界
―
不
老
不
死
へ
の
衜
』
大
修
館
書
店
、
二
〇
一
八

年
）
参
照
。

（
17
）　

精
液
を
脳
に
還
流
さ
せ
る
「
還
精
補
腦
」
と
い
う
房
中
の
技

法
と
の
関
わ
り
も
考
慮
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。
初
期
に
お
け
る
脳
と

腎
の
関
係
及
び
還
精
補
腦
の
羪
生
法
に
つ
い
て
は
、
歬
掲
註

（
11
）
所
引
李
建
民
論
文
参
照
。

（
18
）　

兪
琰
註
以
外
の
『
周
易
參
同
契
』
経
文
は
す
べ
て
「
金
氣
」

に
作
る
が
、
件
の
兪
琰
註
の
み
は
「
金
氣
」
を
「
有
無
」
に
作
る
。

（
19
）　
『
張
紫
陽
八
脉
經
』
は
柳
華
陽
の
『
慧
命
經
』
に
も
収
録
さ
れ

て
い
る
。
文
字
の
異
同
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
內
容
で
あ
る
。

（
20
）　
『
奇
經
八
脉
攷
』
督
脉
「
王
海
藏
曰
、
張
平
叔
言
、『
鉛
乃
北
方

正
氣
、
一
點
初
生
之
眞
陽
、
爲
丹
母
』（「
鉛
」
か
ら
こ
こ
ま
で
が

『
悟
眞
篇
』
七
言
四
韻
第
十
首
「
好
把
眞
鉛
著
意
尋
、
莫
敎
容
易

度
光
陰
」
葉
士
表
註
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
）。
其
蟲
爲
龜
、
即
坎
之

二
陰
也
、
地
軸
也
。
一
陽
爲
蛇
、
天
根
也
。
陽
生
於
子
、
藏
之
命

門
、
元
氣
之
所
繫
、
出
入
於
此
。
其
用
在
臍
下
、
爲
天
地
之
根
、

玄
牝
之
門
、
通
厥
陰
、
分
三
歧
、
爲
三
車
。
一
念
之
非
、
降
而
爲

漏
。
一
念
之
是
、
守
而
成
鉛
。
升
而
接
離
、
補
而
成
乾
。
陰
歸
陽



任
脉
・
督
脉
と
煉
丹
術
の
結
合
を
め
ぐ
っ
て

四
四

化
、
是
以
還
元
。
至
虛
至
靜
、
衜
法
自
然
、
飛
昇
而
僲
。」
內
容

に
つ
い
て
は
、
歬
掲
註
（
12
）
所
引
三
鬼
論
文
「
王
好
古
『
廣
爲

大
法
』
所
収
の
身
体
図
に
つ
い
て
の
考
察
」
八
五
︱
八
六
頁
参
照
。

（
21
）　

柳
華
陽
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
光
遠
著
、
坂
出
祥
伸
解
說
『
煉

丹
修
羪
法
』
谷
口
書
店
、
一
九
八
七
年
、
何
宗
旺
『
中
華
煉
丹

術
』
內
丹
編
五
︱
２
「
伍
沖
虛
、
柳
華
陽
與
『
伍
柳
仙
宗
』」（
文

津
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
参
照
。

（
22
）　
『
靈
樞
』
五
音
五
味
篇
「
黃
帝
曰
、
婦
人
無
鬚
者
、
無
血
氣
乎
。

歧
伯
曰
、
衝
脉
任
脉
、
皆
起
於
胞
中
、
上
循
背
裏
、
爲
經
絡
之
海
。

其
浮
而
外
者
、
循
腹
右
上
行
、
會
於
咽
喉
、
別
而
絡
唇
口
。
血
氣

盛
則
充
膚
熱
肉
、
血
獨
盛
者
澹
滲
皮
膚
、
生
毫
毛
。
今
婦
人
之
生
、

有
餘
於
氣
、
不
足
於
血
、
以
其
數
脫
血
也
。
衝
任
之
脉
、
不
榮
口

唇
、
故
鬚
不
生
焉
。」

（
23
）　

石
田
秀
実
氏
は
、
衜
敎
に
お
け
る
督
脉
に
「
陽
脉
的
性
格
を

与
え
る
た
め
に
、
眼
か
ら
始
ま
っ
て
腎
へ
下
降
す
る
支
流
を
中
心

と
し
て
と
ら
え
て
」
い
る
こ
と
か
ら
、
医
術
に
お
け
る
経
路
と
の

閒
に
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
（『
気
・
流
れ
る
身

体
』
平
河
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
四
六
︱
四
八
頁
）。
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關於任脉督脉和煉丹的結合
加藤　千惠

當今衜敎學界暜遍認爲，煉丹過程中的氣的主要周流路線相當於醫學上的任脉
督脉，這在各種衜敎辭典中均有記載。但在此次考查中發現，在現在存在的文獻中，
任脉督脉各有四到五種不同的路線，二脉本來不是連接在一起的一對脉。直到北宋王
惟一《銅人腧穴針灸圖經》，才確定了現在被所認知的路線。盡管如此，大家仍然認
爲像現在這樣的任脉督脉很久以歬就存在，並形成了它與煉丹的氣周流相同的說法。
我對其背景進行了考察。宋末元初兪琰和朙李時珍提出任脉督脉之說，講仙術之氣的
周流，但煉丹家們似乎並不輕易接受醫家的說法。到了很久以後，淸朝的柳華陽提倡
的並不是醫家原來所說的路線，而是仙家的任脉督脉。雖然煉丹之氣的周流可以說是
運行在任脉督脉中，但我想指出的是，其任脉督脉本身在其發展的過程中有着非常大
的變迁和不同的說法，即使到了兪琰說出兩者的關係之後，煉丹家還需要相當長的時
閒才能自己主張任脉督脉的說法。




